
わ
刊
の
こ
と
ば

箭
占
会
福
岡
え
部

え
部
長

士
ョ
オ
　
陽
一二

箭
山
会
福
岡
支
部
の
活
動
計
画
の

中
に
、
会
員
相
互
の
情
報
交
換
の
広

場
と
し
て

「
情
報
誌
」
を
発
行
す
る

計
画
が
有
り
ま
し
た
。
長
い
巣
篭
も

り
の
後
そ
の
名
も

『
ベ
ス
ト
フ
レ
ン

ド
』
と
し
て
誕
生
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
副
支
部
長
を
始
め
と
し
て
役

員

一
同
仕
事
分
担
を
し
な
が
ら
、
手

探
り
で
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。
素
人

集
団
故
に
体
裁
を
成
し
て
い
ま
せ

ん
。
然
し
、
少
し
で
も
支
部
の
発
展

に
繋
が
れ
ば
と
一の

一
念
で
す
。

今
の
世
相
ぼ
．じ
界
仲
ｔ
い
ろ
い
ろ

な
種
類
の
一隙
間
風
が
吹
き
荒
れ
そ
の

，
■

一
　

　

一■

激
変
振
り
‐‐‐１ます
■
ぜ
一ｔ
の
日
長
の
生

赫守ベス境暮】燦密鐵鵡］端い一

っ
か
け
る
為
の
物
で
な
＜

，
少
々
時

代
遅
れ
で
間
延
び
が
し
て
も
、
の
ん

び
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
趣
味

等
を
生
か
し
た
同
好
会
の
集
い
を
通

し
て

『
癒
し
』
の
分
野
で
会
員
相
互

の
融
和
を
図
る
そ
ん
な
広
場
が
で
き

れ
ば
い
い
な
ぁ
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
多
＜
の
情
報
と
寄
稿
が
紙
面
を

充
実
さ
せ
支
部
発
展
に
繋
が
る
こ
と

を
信
じ
ま
す
。

御
挨
拶

箭
出
会
福
岡
え
部
だ
よ
り

発
刊
託
念
を
祝
し
て

元
箭
出
会
会
ｉ

合
林
　

二́
範

箭
山
会
福
岡
支
部
が
発
足

（
昭
和
三
八

年
三
月

一
日
）
し
て
三
九
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
箭
山
会
福
岡
支
部
情
報
誌

星
則

山
会
支
部
だ
よ
リ

ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
」

を
こ
の
度
発
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
て
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
箭
山
会
福
岡
支
部
の
皆
様
方
に

は
同
窓
会
活
動
を
通
じ
、
平
素
よ
り
母
校

の
た
め
に
、
格
別
の
ご
協
力
を
頂
い
て
お

り
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
本
校
は
、
大
正
五
年
創
立
以
来
、

一
万
六
千
余
名
の
卒
業
生
を
社
会
に
送

り
出
し
た
大
分
県
を
代
表
す
る
商
業
の

専
門
学
校
と
し
て
多
く
の
人
々
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

最
近
は
国
際
化

・
情
報
化

上
局
齢
化
に

よ
る
社
会
情
勢
の
変
化
等
が

一
段
と
著

■
し
い
状
況
下
の
中
、
そ
の
対
応
に
会
員
の

皆
様
の
日
頃
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
に
対

し
、
深
＜
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
長
い
歴
史
と
伝
統
に
は
ぐ
く
ま
れ
た

福
岡
の
地
で
、
会
員
同
士
が
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
更
に
親
睦
を
深

め
、
支
部
基
盤
の
強
化
、
拡
大
を
図
る
と

共
に
皆
様
方
の
更
な
る
ご
活
躍
に
期
待

致
し
ま
す
。

終
わ
り
に
福
岡
支
部
の
益
長
の
ご
発

展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
致
し

ま
し
て
、
お
祝
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

各クラ電責任者&連絡先
新世紀第2年度を迎えましたが、福岡支部会員の皆様お元気ですか。

今年から心新たに自己啓発ならび福岡支部活動に参カロいたしませんか?

下記のように夕う7.・ (分科会)の責任者ならび連絡先な
新規に決定いたしましたので、お知らせします。

是非この機会に多数の会員の人会をお待ちしておりきす。

籠 合

月 級 含

吉 井 陽 二 810-0029 福 同 市 中 奏 区 手 尾 浄 木 Br「 13番地 092-531-2024
菖り〕熊 埜 稚P史凄 輝 819-0002 ネ富周ヨ1市咽『 区II:兵3-38-10-805 092-881-7607
副 )市 丸 幸 子 813-0016 福 周 市 東 区香 4t浜 2-5-1-912 092-671-2775
冨り渡 辺 隆 811-1346 福 岡 市

~n~区
者 司 3-48-6 092-566-4713

事 務 局 )稲尾 TP」l 819-O021 福 周 市 西 区 人 町 団 地 15306 092-882-3655
方薇イテ含

登 山 fjF旬

ウオーキング

渡 辺 隆 811-1346 福 日 市 南 区 者 司 3486 092-566-4713
(副 )市 丸 幸 子 813-0016 福 周 市 東 区 香 推 工 2-5-1-912 092-671-2775

コル フ合

ス 恒 暮 威 814-O001 福 周 市 早 良 置 百 道 工 4-105 092-831-2989
副 )梶長 孝 太 良『 813-O043 福 岡 市 東 区名 島4-683 092-662-078C
冨り)熊埜 御 堂 療 輝 819-0002 福周 7●覆「EXl妊1)異 3-38-10-805 092-881-7607
事 務 局 )稲尾 T朗 819-O021 福 周 市 西 区 人 BT国 地 15306 092-882-365E

IT聞 編

梶 星 孝 夫 自F 813-O043 福 岡 市 東 区 名 島 4-68-3 092-662-078C
1冨り,椛 田 義 富 811-0144 福 周 市 城 宙 区梅 林 3148 092-871-3588
冨り}オロ書「暮 久 代 818-0131 人 宰 府 市 フト城 5-3-30 092-923-0341

情 報 註 の発 行
熊 埜 権P宜凄 輝 819-0002 福 岡 市 西 区 姪 浜 33810805 092-88コ ー7607
(事務 局 )稲尾 T観 8¬ 9-O021 福 周 T西 区 人 IBT団 地 15-306 092-882-3655



覺鰊又は磋蓼綺ru

市 え孝

定年を一年後に控えた頃で しようか、反人の誘いで

NHK文 化サークル「シャンソン教室」の発表会にお客

様の一人として出席したことが思いもかけないシャンソ

ンとの出会いで した。仕事をリタイヤした後何か趣味

を !と悪つていた矢先でもあり誘われるがまま入会する

ことになりました。歌うことは好きでしたがシャンソン

とは全<無縁でしたのでかなり躊躇したのですが思いき

って一歩を踏み出してみました。
それから四年が過ぎ去りました。シャンソ

ンは語りといわれますが歌の心を表現するこ

との難しさ、私には無理なのだと用い知らさ

れたりしましたが今は自分なりに楽しみなが

ら続けていけたらと思つています。講師の関

雅子先生、メンバーの方々との出会い語らい、

思い出が沢山作られて来たことが何より良い

経験となりました。

十二月の発表会には箭山会の皆様がお忙し

い中、かけつけて下さいました。発表会前に

風邪をひき、当日も落込んでいたのですが、
L.L様の励まし応援が心強<、 嬉し<思いまし

た。本当に有難うございました。これからも

宣し<お願い致します。

褥祠鞣眸旱

'P盆

眩

夏
薫
る
季
節
小
戸
の
∃
ツ
ト
ハ
ー
バ

ー
あ
た
り
散
策
、
マ
リ
ノ
ア
で
か
も
め
と

遊
び
な
が
ら
昼
食
、
昔
と
未
来
を
語
り
含

い
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
愛
宕
山
に
登
り
家
族
皆

の
安

泰
を
祈
願
、
見
晴
ら
し
の
よ
さ
、
心
身
と

も
に
若
返
る
充
実
感
に
浸
り
な
が
ら
、
愛

好
者
の
方
長
と

の
時
間
を
共
に
出
来
た

ら
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

皆
様
そ
れ
ぞ
れ
日
い
出
の
場
所
、
素
敵

な
と
こ
ろ
を
ご
存
知
の
こ
と
と
悪
い
ま

す
。
是
非

一
度
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ブ
ラ

ブ
ラ
し
ま
せ
ん
か
？
連
絡
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
東
洋

一
の
観
覧
車
も
動
い
て
い

ま
す
。



38口 卑常生同期会

響
世 話 役『 渡 辺 昭

38圃卒業住爾翻徐圃催 ξ

全国から42名博多座に集結、「北島三郎ショー」をたっぶり楽

しみその感動を2次会有名なナイトクラブで飲んで、歌つて、踊つ

て、喋つて、高校時代にタイムスリップ。何時果てることもない大

宴会で盛り上がりました。更に飲み足らない、エネルギー消耗の多

い人、それぞれネオンの街の古巣へ、又中llll天神屋台村で最後の仕

上げ、翌日博多タワー、中世博多展見学鎌倉時代の「うどん」を食

し何時の日にか再会を約束、無事、散会しました。

博 多庄 取 締 役「か 未 さん」37回 上 のお世 話 で開 催 することが 出 来 ました。

この糸氏面 をお借 かりして、ヨ気めておネL申 し上 げます。

小 迪 征 吉 告『谷 勝 竹 下 蹟 市 丸 幸 子 谷 川 不□子 熊 埜 イLP堂庁 輝 』以 上 。

撒

●
一
Ｊ
Ｌ

・一
　
Ｌヽ
Ｅ
一
‐
一一
一

難

ｔ
・「

学生時代の楽しきな今―度?やつてみたいと思つても一人では ・̈

麟山会福岡支部 がお手伝い致します。お気軽にご相談下さい!
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≧颯墾寧 瞥なItど‐

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
六
十
歳
の
定
年
ま

で
四
十
年
、
こ
の
間
の
労
働
時
間
が
お

よ
そ
十
万
時
間
。
ま
た
定
年
後
の
自
由

時
間
が
二
十
年
間
で
お
よ
そ
十
万
時
間

と
の
こ
と
、
定
年
後
新
し
い
こ
と
を
ゼ

□
か
ら
始
め
て
も
、
余
裕
を
持

っ
て
目

的
を
達
成
で
き
る
長
さ
で
す
。
第
二
の

人
生
を
若
長
し
く
生
き
て
い
く
に
は
夢

中
に
な
れ
る
生
き
が
い
が
必
要
で
す
。

一
年
発
起
し
、
俳
句
を
始
め
ま
し
た
。

箭
山
会
福
岡
支
部
に
も
同
好
の
志
が
居

ら
れ
れ
ば
楽
し
い
と
呼
び
か
け
る
次
第

で
す
。
私
も
俳
句
を
始
め

一
年
目
、
人

様
に
お
披
露
目
で
き
る
作
品
で
は
な
い

の
で
す
が
、
自
分
が
楽
し
め
ば
良
い
と

の
想
い
で
辱
を
顧
み
ず
投
句
す
る
次
第

で
す
。
是
非
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
多
＜
集
ま
れ
ば
先
生
の
選

句
や
指
導
も
仰
げ
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

作
　
成
逹

隆

厄
年
の

一
年

和
雪
や
人
根

の
音

の
拳
さ
い
な

風
の
い
ろ
醸
す
水
面
に
ネ
は
未
ね

答
は
り
嗚
く
雲
輩

の
人
を
仲
ざ
け
り

姜
終

へ
櫻
鳥
降
る
崎
に
脩

つ
　
　
　
一

ル
子
植
ゑ
て
そ
百
姓

の
件
な
り

耶
馬
浜
に
浴
び
玄

つ
諄
の
時
崎
い
な

・・
一

・
・　
　
　
　
　
　
作
　
す
子

た
ュ
０
静
け
ｆ
地
ぎ
Ｌ
昼
下
が
り

冬
め
く
や
秒
場
に
子
等
の
影
も
見
ず

■
阻
き‐
魚
あ
な
ぎ
つ
つ
会
り
未
て

徘
句
会

渡
辺
　
隆

.ま

し

き
は

1

冬
:

の
1

具島キ|

、`、    ■|■   || |      |■   
‐`
、       ′. ~~~~~‐

 … ~~…………―――‐――――――――‐――一一ヽ

一●
一　
　
一　

　

・．
　

　

作
　
・具

す

河
．豚
剌
■
や
一絵
れ
見
事
に
一一竜
け
て
見
せ

見
菟
む
４
ｒ
一衿
■
■
ｆ
る
総
潤
風
●
一

季
■
一手
●
一ｒ
一４
気
●
■
‘
一性
．ね
！
む
４
．

烙詢盆編圃斐郡藤一魃録 ‐3ジ作炒響 警
福岡支部ホームページ開設準備中 |

IT分科会の椛田さんを中心に急ピッチで作業を行つておりますので、

パソコンに興味をお持ちの方は是非ご参加<ださい。

1 企業広告も掲載します。是非ご―報を !

2 会員会費、年会費 2,000円。5月総会までにお願い致します。(局」途ご請求いたします。)

3 パソコン、携帯電話、お持ちの方 Eメールア ドレスを連絡願います。

4 ベス トフレンドヘ何でも寄稿をどしどしお願いします。

5 その他、ご希望、ご意見を!! 事務局まで。 0け



鰊鋏鰤痣憫辣 勉下
えヽ夕1イヮくト

六
十
歳
を
過
ぎ
て
始
め
た
趣
味
が
三
味

線
で
す
。
反
達
に
進
め
ら
れ
て
三
年
余
、

週

一
回
、
月
二
回
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
の

お
稽
古
で
す
。
主
に
民
謡
と
長
唄
で
す
。

そ
の
間
年

一
回
の
発
表
会
、
老
人
ホ
ー
ム

慰
間
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
に
も
参
加
さ

せ
て
頂
＜
事
も
あ
り
ま
す
。

特
に
老
人
ホ
ー
ム
で
は
民
謡
を
弾
く

と

一
緒
に
な

っ
て
歌

っ
て
＜
だ
さ
る
の

で
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
年

一
回
の
発
表

会
で
は
、
箭
山
会
の
方
々
に
応
援
に
か
け

つ
け
て
下
さ
る
の
で
感
謝
致
し
て
お
り

ま
す
。

も
し
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
鳴
物
全

般
を
教
え
て
＜
だ
さ
い
ま
す
の
で
、
い」
応

募
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

箭山会福岡京部ゴIL7会勝1ヒ′
箭山会福岡支部と北九州支部との合同ゴルフ会

は、昨年 10月の福岡国際 CCで第 4回目を数え

ました。合同で開催する趣旨は福岡支部と北九州

支部との交流ゴルフを通じてお互いの親睦を深

め、箭山会発展に少しでも寄与していこうと一昨

年から始めたものです。出来るだけ大勢の方が参

加頂けるようにダブルペリア方式を採用し、年 2
回春と秋に開催しています。春には一泊で夜の宴

会は大いに賑わいまた楽しい集いとなりました。

今まで参加されていない方でもゴルフを少し

でもかじられている方は是非参加 してみては如

何ですか ?同僚や先輩達と学生 0寺 代の楽しい話

や、懐かしい思い出を語り明かすのも若返りの

一つになります。

北九州支部担当 :矢野 賢三

ゴ
ル
フ
会
の
皆
様
ヘ
　
ス
恒

一晟

二
〇
〇
二
年
を
迎
え
て
早
＜
も

一
ヶ
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
月

日
が
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
す
ね
。
（
年
の

せ
い
で
す
か
ね
？
）
二
〇
〇

一
年
九
月
十

一
日
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
同
時
多
発
テ
ロ

以
来
、
世
界
の
政
治
経
済
は
不
透
明
な
時

代
を
経
て
日
本
の
経
済
危
機
も
大
変
で

す
。
皆
様
方
は
そ
の
後
お
元
気
で
お
過
ご

し
の
こ
と
と
信
じ
ま
す
。

こ
の
度
箭
山
会
福
岡
支
部
の
情
報
誌
を
出

す
に
際
し
て
、
ゴ
ル
フ
会
会
員
の
皆
様
に
、

今
度
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て

一
層
の
箭
山
会
の
発

展
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
と

一
言
お
祝

の
言
葉
と
お
願
い
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

福
岡
地
区
の
ゴ
ル
フ
会
は
平
成
七
年
七

月

一
日
福
岡
レ
ク
サ
イ
ド
Ｃ
Ｃ
に
於
い
て

第

一
回
を
行

っ
て
以
来
、
今
日
ま
で
九
回

コ
ン
ペ
を
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。
第

一
回

か
ら
第
五
回
ま
で
は
福
岡
地
区
の
み
の
ゴ

ル
フ
会
で
し
た
が
、
第
六
回
以
降
は
箭
山

会
北
九
州
支
部
と
の
合
同
に
て
多
数
の
参

加
の
も
と
楽
し
い
コ
ン
ペ
を
行

っ
て
参
り

ま
し
た
。
但
し
参
加
者
の
内
訳
を
見
ま
す

と
福
岡
地
区
の
参
加
者
が
少
な
＜
お
世
話

役
と
し
て
も
淋
し
い
悪
い
を
し
て
い
ま
し

た
。
年
二
回

（
現
在
四
月
・十
月
）
の
コ
ン

ペ
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
皆
様
方
の
ご
理

解
ご
支
援
を
頂
い
て
最
低
十
名
前
後
の
参

加
が
あ
れ
ば
三
十
名
か
ら
四
十
名
位
楽
し

い
集
い
が
出
来
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

経
済
不
況
大
変
な
折
で
す
が
近
日
中
に
四

月
の
ご
案
内
を
差
し
上
げ
る
予
定
で
す
。

是
非
多
数
の
ご
参
加
を
頂
い
て
皆
様
と

一

日
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
て
大
い
に
語
り

含
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
又
の
会
う

日
を
元
気
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
向
寒

の
折
、
皆
様
の

一
層
の
ご
自
愛
と
ご
多
幸

を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年

一
月
二
五
日



箭蒟公 33協卑孝ム歿蒻教場

:30回卒窯生の機撫應つι亀て

①昭和 26年 (1951年 )3月卒業    ‐

戦後 第一回 (新制高校第一回)の卒業生である。

②商業学校 1年～3年そして高校へ進学組 (通算 6年

間)とで編成。中には戦争経験者や予科棟から帰った

人様々で、卒業年齢は最年少の 18歳から5歳以上上

まで幅広い年齢層により、教師よりも年上の生徒が現

実に存在した。

③卒業時の生徒は約 60名の 2クラス   .‐ ■..‐

::日議会『さ議えれ餞会』憾つιヽて
この会の名前の由来は 33回卒業の 3と 3をかけあわせてサザンが9…「さざん九日会」と称し、“毎月9日 "の

18時に於いて中津市宮島町の “割烹ちとせ"に必ず集合する。

2次会の方もより親睦を深める為 “スナック菜の花"にてカラオケに興じ、共に二軒のお店は君一筋という 15年間

も同一場所での開催である。誠に義理堅さを感じる。さらに「さざん九日会」は中津でも 15年以上続<有名な同級会

であり、当初 14名ほど集まっていたが年齢と共に病気や死亡等などで減少し、現在は6名で定着。またふらりと顔を

出してもらえば何時でも大歓迎とのこと。そして毎会の話題は各自の情報交換や政治経済等、時折話の急降下があるよ

うだが最後はお互い健康で長生きしよう…という事になるという。さて、この同級会一番の酒豪は…?

哺劇陽鸞祓争平成f4年 』目
'日

現在
巽 謙二 除 長)

昔 芸 男 子 で銀 行 出 身 、焼 酎 党 で晩 酌 は二 合 。

園口 式 憲

柔道‐段、中津警察署ボランティアの防犯 員。

(平成13年 警察庁 官賞 受賞)

口村 恙 (事務局)

色 男 、何 でtこなす世 話 好 きで気 配 り上 手 。

月彙方kキ勿の踊 りιように
´

「
―́』語。

古野 兆義
いろんな病 気 をしたが 長 生 さタイプ。

ビール党 でこだわりの■ ビールニ 杯 。ftビールはGが■ 昇 。

笹原 政信

元 中津 市消 防本 音「長、温厚で人瑣しの名人。

岩 淵  不可 恙

人分市に居住の為、隔 月参カロ。昔、募 男子。

なお、1月度は12日 (土)に特別変更し、開催する。
会員全員出席の他、特別参加者は下記の通り3名。

今林 二範
元校 長 先 生 、箭 山会 会 長 。

梶屋 孝太郎
33回 卒 箭 山会福 周 支音『 IT分科 会 員。

時折理 由を作って参カロ。

相部 与久代
箭 山会 lT情 報 紙 掲 載 の為 取 材 。特 別 参 カロ。

lll卒窯五十闘年記念臓議会圏催につιヽて

33回生 (0召不□26年卒業)は平成 13年 3月に

満 50年を迎え、記念行事を実施した。参加者は総

員 20名。『贅沢をしてみよう』と言う趣旨の基「福

岡博多座」でお芝居を観覧し、「ホテルオークラ」に

宿泊。そして一流料理に舌つづみし、全員が記念写

真に収まり、楽しいひとときを満喫したようだ。

また 80歳を超える川原先生を筆頭に榎本先生、

含林先生達もご多忙にもかかわらず、ご来復頂き、

全員が感激……。

ス々に満ち足りた心地よさを感じ、1いの洗濯が大

いに出来たようだと間いています。

そして、もっともっと元気で長生きしよう !と お

互い誓い合つたことも……。

貯 最後に
戦後第一回、33回卒業生の集まりに特別参加し、

快<取材にも応じご協力頂いた皆様に厚<御礼申し

上げます。これからもご健康に留意され、益長のご

活躍されます事を心よりお祈り申し上げます。

本当に有難うございました。

平成 1月 12日

福岡支部 :相部喜久代


